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・ 自ら考え正しく判断できる生徒
・ 心豊かで最後までやり抜く生徒
・ 健康で活力のある生徒
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第７２回卒業証書授与式
１００名の旅立ち！

３月１３日（水）、第７２回卒業証書授与式が挙行され、１００名の卒
業生が旅立っていきました。３年間の思い出を胸に、学び舎を後にし、
感慨も一入だったと思います。これから、より広い世界で活躍してくれ
ることを期待しています。

（卒業式式辞抜粋）
皆さんは、一年一年成長し、最上級生になってからは、学習面でも、

部活動の面でも、力を発揮し頼もしく感じられました。学習においては、
競い合いながらお互いを高めて行く姿勢が見られました。生活面では、
落ち着いた生活態度で物事に取り組んでいました。そして、部活動面では、 卒業証書授与
陸上、吹奏楽、サッカーなど県大会、東北大会、全国大会でのすばらしい
活躍がありました。また、文化祭をはじめ様々な面で主体的に活動し、学校全体を盛り上げ、原町第一中
学校をより元気にしてくれました。
さて、東日本大震災・原発事故から八年が経過しました。あのとき、小学校一年生だった皆さんも、大

きく成長しました。幾多の困難を乗り越えて今があります。あの時の経験を忘れず、常に前向きに進んで
いってほしいと思います。皆さんのこれからの人生を考えるとき、それらの経験が必ずや糧となると信じ
ています。一人一人が自分らしい生き方を見つけて、羽ばたいてください。
また、一昨年二月に悲しい出来事がありました。先輩の死、かけがえのない命を守れなかったこと、救

えなかったことは残念としか言い様がありません。このことを皆さん一人一人が忘れることなく、これか
らの人生をしっかり生きてほしいと思います。命の大切さについて自覚し、思いやりの心を忘れないでく
ださい。
長い人生、大なり小なり、負けや失敗なしに一生を終えることはないと思います。かえって負けや失敗

なしに大きくなって一度の失敗でつぶれてしまう人もいます。人生の中で、多くの負けや失敗、挫折を経
験しながら強くなっていく、成長していくのが人間であると思います。ただし、失敗後の反省なくして成
長はありません。負けてもそれを糧にして勝ちに結びつけてほしいと思いますし、失敗を糧にして成功に
結びつけてほしいと思います。それに、失敗は成功のもとと言われるくらいですから、創造、進歩には失
敗がつきものです。失敗というとマイナスイメージで捉えがちですが、意識してみると失敗から学ぶこと
はとても多くあります。特に、新たなものを生み出すためには失敗は欠かせないものであるということを
忘れないでください。
また、困難にくじけず立ち向かう人間であってほしいと思います。恵まれた世の中にあって、もう少し

頑張れば、もう少し努力すればできる、それを早めに諦めてしまうようなことはないでしょうか。これか
らの人生、全て順調にいくとは限りません。自ら困難に立ち向かい克服できる人間であってほしいと思い
ます。勉強のできる人間はすばらしいと思いますし、スポーツのできる人間もすばらしいと思います。し
かし、一番すばらしいのは困難を克服できる人間だと思います。皆さんは、これから様々な困難に出会う
ことと思います。その困難に立ち向かい、克服できる人間に成長してくれることを期待しています。
さらに、今、便利な社会において、あえて不便さを経験することが、皆さんの将来の財産になるのでは

ないかと思います。例えば、外国にある程度の長い期間行くとします。不便や不都合にあふれていて苦労
してコミュニケーションしないと切り抜けられない経験を多くすること、その体験がその人を鍛えてくれ
ます。若いうちの苦労は買ってでもしろと言われます。それはなぜか、人間は、いろんな困難な状況に遭
遇することによって、鍛えられ強くなるからです。今の時代、周りがお膳立てをして、すんなり進んでい
くことが多くなっていると思います。そうすると人間、ひ弱になっていくものです。簡単な方、やさしい

道、より楽な方ではなくて、面倒な方、厳しい道、より難しい状況をあえて
選んで磨かれていくことも大切であるということを心にとめておいてほしい
と思います。
これから、より広い世界に羽ばたいていく皆さんです。皆さんには、一段

高いところから広い視野で物事を見つめる目をもって進んでほしいと思いま
す。自分の利益だけを考えるのではなく、地域の、そして、社会のためにな
るのかまで考えて行動できる人間に成長してほしいと思います。皆さんがグ
ローバルな世界に羽ばたくような人間に成長し活躍してくれることを期待し

式歌（巣立ちの歌） ています。


